
特別展 アリス ― へんてこりん、へんてこりんな世界 ― 

森アーツセンターギャラリー(東京・港区・六本木) 22.07.16～10.10 

あべのはるかす美術館（大阪・阿倍野区）    22.12.10～23.03.05 

 

 ルイス・キャロルの『不思議の国のアリス』は、

1865 年に英国で初版本が発行されて 160 年、170 以上

の原語に翻訳され世界の人々を魅了し続けている。 

 本展は、英国「ヴィクトリア・アンド・アルバート

博物館」発の国際巡回展で、「ジョン・テニエル」の貴

重な原画を始め、物語をモチーフにした映画やデザイ

ン、舞台やファッションなど約 300 点の作品に加え、

日本独自の展示も加わり、長きにわたり愛され続ける

幅広い創作が一挙に紹介されている。 

 

 

＜本展覧会の見どころ＞ 

１．「アリス」の原点から、映画、アート、ファッションまで、『不思議の国の

アリス』と『鏡の国のアリス』が、児童文学の枠を超えて、各分野に及ぼした

影響と魅力を網羅した大規模な展覧会である。 

２．英国「ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館」と海外所蔵品を中心と

する貴重な作品と資料「約 300 点」を一挙に紹介をしている。 

３．日本展の元となるロンドン展の展示演出は、著名な舞台デザイナー「ト

ム・パーパー」原作の世界観に没入でできる心溢れる展示演出で、子供から大

人まで『不思議の国のアリス』の世界を心ゆくまで楽しむことができる。 


